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都道府県労働局長殿

基発 06 0 1第 6号

平成 27年 6月 1日

厚生労働省労働基準局長

（公印省略）

事業附属寄宿舎規程の一部改正について

事業附属寄宿舎規模の一部を改正する省令（平成27年厚生労働省令第107号）が

平成27年5月28日に公布され、同年6月l日から施行されることとなった。

I二記省令による改正後の事業附属寄宿舎規程（昭和22年労働省令第7号。以下「規
程Jとしづ。）の内容等については下記のとおりであるので、了知の上、その施行

に遺憾なきを期されたい。

言E

1 改正の趣旨

建築基携法の一部を改正する法律（平成26年法律第54号）において、建築基

準法（昭和25年法律第201号。以下町去Jとしづ。）第27条第l項が改正され、

特殊建築物（法第2条第2号に規定する特殊建築物をしづ。以下同じ。）のうち、

事業附属寄宿舎を含む特殊建築物の一部に関して木造建築関連基準が見直された

ことにより関係規定が整備されたことに伴い、規程について所要の整備を行うも

のである。

2 改正の内容

(1）改E前の規程の規定

規程第9条第ll実は、事業附属干寄宿舎における寝室について、地下又は建物

の3階以上に設けてはならないとしているが、改正前の規程第9条第2項にお

いては、建物が以下のいずれかに該当する場合には、規程第9条第l項の規定

にかかわらず、寝室を建物の3階以上（ロに該当する場合にあっては3階に限



る。）に設けることができることとされていた。

イ 耐火建築物（法第2条第9号の2に規定する耐火建築物をしづ。）

ロ 準耐火建築物（法第2条第9号の3イに規定する準耐火建築物をいう。）

であって建築基準法施行令（昭和25年政令第338号。以下「施行令jとし、

う。）第115条の2の2第l項に規定する技術的基準に該当する場合

(2）規程の改正内容

今般、法第27条第l項が改正されたことに伴い、事業附属寄宿舎の建物のう

ち3階以上に寝室を設けるものについては、以下のいずれにも該当するものと

したものである。

イ 主要構造部（法第2条第5号に規定する主要構造部をいう。）が、施行令

第 110条各号に掲げる技術的基準のいずれかに適合するもので、法第 27

条第l項に規定する主要構造部に係る国土交通大臣が定めた構造方法を用

いるもの又は国土交通大涯の認定を受けたものであること。

ロ 施行令第110条の2各号に掲げる外媛の関口部iこ、法第27条第l項に規

定する｜坊火設備を設けたものであること。

( i）主要構造部について

改正後の規程第9条第2項第l一号（上記イ)i士、事業附属寄宿舎の主要構造

部について規定するものであり、同号の「法第27条第l：嘆に規定する主要構

造部iこ係る国土交通大臣が定めた構造方法Jについては、 5JIJ添1の建築基準

法第27条第l項に規定する特殊建築物の主要構造部のイ構造方法等を定める件

（平成27年国土交通省告示第266号。以下「告示Jとしづ。）第一において

定められているとおりである。すなわち、特殊建築協の主姿構造部の構造方

法について、

改正前の法第27条第l項の規定により、従来、耐火建築防としなけれ

ばならないものとされていたものは、従来どおり、その主要構造部が法

第2条第9号の2イ（1）又は（2）のいずれかに該当するものとすること

改正前の法第27条第l：頃ただし蓄の規定により、従来、耐火建築物と

することを要しないものとされていたものは、従来どおり、その主要構

造部が改正前の施行令第116条の2の2第l項に規定する技術的基準（施

行令第112条第l項に規定する一時間準耐火基準（一時間を超える耐火

性能を確保する基準））等に適合する準耐火構造であるものとすること

とされているものである。

このように、従来、日it火建築物としなければならないものとされていたも

の及び耐火建築物とすることを要しないものとされていたものについては、



その基準が変わるものではないが、今般、法第27条第 1項の改正により、

新たに主要構造部の構造方法について国土交通大臣の認定を受けたものも、

3階以上又は3階に寝室を設けることができることとなったもので、あるo

（品）外壁の関口部（延焼のおそれのある部分）

改正後の規程第9条第2項第2号（上記ロ） I土、事業刑廃寄宿舎の外壁の

関口部の延焼のおそれのある部分における防火設備について規定するもの

であり、改正後においても、従来どおり、耐火建築物及び準耐火建築物に求

められていた防火設備を要することとされているものであるが、今般、法第

27条第i項の改正により、主要構造部の構造方法について国土交通大陸の認

定によることとした事業附属寄宿舎は、他。；タ嘩の関口昔日から火炎が到達す

るおそれがあるものとして、告示の第三で定める設備を設けなければならな

いとととなったものである。
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口
部
と
宜
卜
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
突
出
し
た
ひ
さ
し
噂
（
ひ
古
し
、
地
盤
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
も
の
で
そ
の
榔
泊
が
、
令
第
宵
一
一
十
九
糸
の
こ
の
三
第
一
項
第
一
号
ハ
仰
に
規
定
す
る
構
造
で
あ

る
も
の
を
い
う
。
以

T
同
じ
J
で
防
火
上
有
効
に
遮
ら
れ
て
い
る
も
の
を
除
〈
J
に
出
郷
土
品
第
九
号
の
一
口

に
規
定
す
る
防
火
設
備
が
股
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
，

三
一
地
階
を
除
く
階
散
が
三
で
、
一
一
一
階

e法
別
表
第
一
料
相
同
項
に
拘
げ
る
用
珪
に
供
す
る
も
の
（
三
階
の
一
部
骨

法
別
表
第
一
一
川
棚
に
掲
げ
る
用
途
（
伺
棚
何
回
萌
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
J
に
供
す
る
も
の
及
び
曲
第
二
十
じ
品
構

一
項
第
二
骨
｛
照
表
同
羽
か
ら
桝
項
ま
で
に
冊
る
部
分
を
除
〈
J
か
ら
第
四
号
ま
で
に
核
当
す
る
－
も
の
を
除
く
J

で
品
っ
て
、
前
号
ロ
（
た
だ
し
書
を
除
く
J
に
掲
げ
る
基
叫
に
迎
合
す
る
も
の
時
間
州
中
耐
火
基
州
中
に
迎
合
す

る
堪
耐
火
構
造
と
す
る
工
と
。

2

令
都
百
十
糸
第
二
時
に
掲
げ
る
基
取
に
踏
台
す
る
法
第
日
一
十
七
県
第
一
項
に
規
定
す
る
特
殊
建
築
物
の
主
要
附
点

部
の
構
造
方
法
は
、
附
火
借
地
又
は
A
H
第
百
八
県
の
三
第
一
羽
箆
e

号
抑
制
し
く
は
第
二
号
に
該
当
す
品
梢
造
と
す
る

こ
と
と
唱
る
。

第
二

A
V第
百
十
糸
町
↑
ニ
に
組
定
す
hw
控
術
的
基
準
に
迎
合
4
る
法
第
一
十
U
品
第
一
羽
の
特
殊
躍
築
物
の
延
焼
司
る

お
そ
れ
が
あ
る
外
壁
の
開
口
部
に
耕
け
ゐ
防
火
設
備
の
禍
造
方
法
は
、
法
第
三
条
第
九
耳
目
二
日
に
規
定
す
る
防
火

政
怖
と

0
る
こ
と
と
す
品
。
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幸日

第
一
一
一
令
鮪
百
十
品
の
こ
第
二
時
に
規
定
す
る
仙
の
叫
盟
の
間
口
部
か
ら
油
怖
の
火
良
時
に
お
け
品
火
災
が
到
山
居
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
も
の
は
、
第
一
第
一
項
第
三
時
に
仰
向
付
る
述
鋳
物
三
時
間
出
耐
火
器
単
に
適
否
す
る
単
耐
火
構
池

（
耐
火
山
刑
遣
を
除
〈
。
）
と
し
た
も
の
に
限
品
。
〕
及
び
特
定
避
難
時
間
倒
壊
等
防
L
極
築
物
F

法
第
二
十
い
い
魚
第
一
現

第
一
号
に
故
当
す
る
特
妹
建
鉱
物
で
、
令
第
百
十
条
第
一
号
に
掲
げ
る
基
地
中
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
問
項
の
規
定

に
よ
る
認
定
音
岳
け
た
も
の
に
限
る
J
の
外
壁
の
洲
口
部
（
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
紋
当
し
な
い
も
の
に
限
る
旬

以
下
「
他
の
外
ほ
の
開
口
部
」
と
い
う
J
の
T
端
の
中
心
点
在
水
平
方
向
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
者
一
に
掲
げ
る
式
に

よ
り
割
許
し
た
水
平
移
動
恒
献
又
は
単
火
水
平
静
動
陪
離
の
い
ず
れ
か
短
い
間
断
だ
け
静
勤
し
た
と
き
に
で
き
る
軌

跡
上
町
各
点
在
、
拙
芭
上
方
に
次
的
中
高
－
に
掲
げ
る
式
に
よ
旬
計
算
し
た
垂
直
移
動
距
雌
又
は
最
大
器
直
移
動
躍
隣

の
い
ず
れ
か
短
い
昭
防
だ
け
移
動
し
た
と
き
に
で
き
る
帆
跡
の
伯
閉
内
田
部
分
で
あ
る
外
肢
の
関
口
部
｛
令
第
百
十

晶
町
二
第
｝
号
に
掲
げ
る
も
の
及
び
他
の
外
壁
由
開
口
叩
が
設
け
ら
れ
た
防
火
匹
囲
内
に
設
け
ら
れ
た
も
の
を
除

く
J
と
す
る
，

一
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
拙
柑
叫
水
噴
観
相
火
脱
出
川
泡
消
火
税
制
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
自
動
式
的
も
由

を
設
け
た
室
〈
通
路
に
故
当
守
る
童
’
を
除
く
．
以
下
同
U
J
に
眼
け
ら
れ
た
も
の

二
夫
＃
｛
天
井
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
届
根
）
の
箆
内
に
而
す
る
部
分
の
仕
上
げ
を
時
不
燃
材
料
に
よ
る
仕

上
げ
と
し
た
草
（
床
耐
積
が
四
十
平
方
メ
ト
ル
以
下
で
あ
る
も
の
を
除
く
J
に
設
け
ら
れ
た
も
の

三
拝
降
機
そ
の
他
の
建
築
設
備
の
槻
械
宮
、
不
燃
性
の
物
品
を
梶
官
す
る
輩
、
使
記
閉
そ
の
他
こ
れ
告
に
萌
す
る
室

で
、
壁
及
び
天
井
｛
天
井
が
な
い
場
合
に
あ
っ

C
は
、
屋
根
）
の
常
丙
に
而
す
る
部
分
の
仕
上
げ
を
令
第
宵
ニ
十

九
品
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
仕
上
げ
と
し
た
も
の
に
設
け
ら
れ
た
も
の

回
第
一
号
か
ら
前
号
ま
で
に
規
定
す
る
賓
の
み
に
剛
阿
倍
す
る
通
路
そ
の
他
防
火
よ
官
陣
の
な
い
粗
路
に
設
け
ら
れ

た
も
の

五
法
第
二
車
第
九
号
の
ニ
ロ
に
規
定
す
る
紡
火
説
明
を
設
け
た
も
の

六
開
口
部
の
高
さ
が
0
0
コ
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

七
開
口
問
械
が
0
0
二
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の

卑
担
一

官い

自事陣

日

j叫メトレ

・-メi 

ω吋！日

】

柑aねt 憾fl 
ω 

。｝。I" 可

切

月曜日平成27年2月23日

車

23 

L

仙
の
外
壁
の
開
口
削
の
よ
聞
に
ひ
さ
し
時
が
防
火
上
有
効
に
投
げ
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
岩
崎

ひ
さ
し
需
が
外
壁
而
か
ら
－
拠
出
し
て
い
る
出
離
合
単
位
メ
ー
ト
ル
）

二
他
の
外
壁
の
附
円
部
の
周
囲
的
外
壁
面
白

H
上
げ
を
ι

材
そ
の
仙
の
可
燃
材
料
に
よ
る
仕
1
げ
と
し
た

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
外
壁
而
の
部
分
的
制
及
ひ
商
さ
を
当
核
開
口
部
の
幅
及
ひ
商
さ
に
古
め
る
も
の

と
す
る
u

匂

白

台附
刀く

は買lj

I 
ト
←じ
年

月

日
か
り
施
汀
す
る



。
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
案

建
築
器
準
法
焔
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）

（
傍
抽
服
部
分
は
改
正
部
分
）

新旧対照条文（抄）

なよの 主十七

改

盛（耐カ 昔関壁ある 建策物るのの項
こ ら 各号地能 規定すに

に 耐陸力と。のれ揚式た日入 の のいすに関

限 あ郁分司 特珠遺物る 正
）る 限にるu 変形るに、にあつ れか第法二る

）高 II~ii はの富が三 4理Zま主 て 襲物 、 のー 主
案

主里糊 に華長了 の：1;; Eぞ 売の宮
ミ謹蒔時 告肉 品全 芯t の 通常に 政令 性能

ill! 開閉 じ；誌にじ豊富，Illi長
第ド条百卜

現

行

ー



主再l ハ1 ロ｜

焼す

時1言語皇 ~1,1賞1彊 ~I !~ ti~ j壁間る
も壁 れか おそれ
のお m 4生そEに及 あ裏号の にに床の の つ よび 以部分る あ加あ遮及

と開

該す当

すれ てで長観i屋上外 る熱つらび
し 口 dコる二が 又 はあ 根にの と部開てれ屋
て 部か あ 七十あ

はじ、る に上街以防分始はて根

部分る
第 な三 外 カtあ

昇なし （ 屋内
外 火上 外以 後

、
の

ら

建物｛！るl!i 
条第 外盛る

百八条 しのも、 －分問I-
壁 加 つ の

特定
」 る; 

通常
の え て 部分 有封j の れ

も
で ーの 延焼 らlま

し、 lこ
に部分襲ら

の

外壁の あ 項開 の で れ のも す面
を

火時災
の る のロ

!, 青火6を経
の た

、凶
限 遮及 通常 除」

外壁 も 害車 第 お 場合 れ であ るも るれらび 間 き
。〕 そ ら

て屋根 非
の よ

第項 れ るの
） 

火 延焼
つ

るおけ 開 定 の 屋内 Ill: あ
いの

盛耐力で

!X. て

も 郁除口を〈 め

あ と。る るも裳!Jl 
の

の火炎がる 外盤る 号イ及び
部分~ 

ノコ よお 屋
間じ 以下 lまでお て

除のを 壁外（ 火紫る¥ 
そ 裏 あレ、 ） 

l立 あ れ 又
前号 の て の る の iま 」 る

） ロコ
,¢, 場日

掲にげす3達，1J〕第の郎 開
口

発す生 度j泊且; 
きに 壁外

カ2あ 号

掲げ

の
分間卜

、よ 加
部分る

るもおる ー 部は口 亀裂る及部分 延焼つて
の え

分十間
あ

る
燃物可 延焼 れら

お
し、 Jコ

のそ I各買 次 基る 通 の小 て -c 
そ び 間 常 当 お屋 の た 限 火

（延

第
百
十
条
の
ニ

に
掲
げ
る
も

斗
矧
倒
例

制
引
け
例

目
一
他
の
外

れ
が
あ
る

を
除
く
。
）

準II 

（新設）

2 



（
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
殊
建
築
物
の
防
火
設
備
の
遮
炎
性
能
に

関
す
る
技
術
的
基
準
）

第
－
副
刊
斜
引
寸
同
刈
制
側
側
魁
剣
倒
制
同
開
利
引
制
矧
斗
叶
剖
斜
矧
↓
判
制
別
刷
判

で
定
め
る
技
術
的
議
準
は
、
防
火
設
備
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ

た
場
合
に
、
加
熱
開
始
後
二
十
分
間
当
該
加
熱
而
以
外
の
面
（
屋
内
に
面
す
る
も

の
に
限
る
。
）
に
火
炎
を
出
さ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
左
す
る
。

〈
防
火
区
画
）

第
百
十
二
条
主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
又
は
法
第
二
条
第
九
号
の

三
イ
若
し
く
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
で
、
延
べ
面
積
（
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
設
備
、
水
噴
霧
消
火
設
備
、
泡
消
火
設
備
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

で
自
動
式
の
も
の
を
設
け
た
部
分
の
床
面
積
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
床
罰
積
を

除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も

の
は
、
床
面
積
の
合
計
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
、
水
噴
霧
消
火
設
備
、
泊
消
火

設
備
そ
の
他
』
」
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
自
動
式
の
も
の
を
設
け
た
部
分
の
床
面
積

の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
床
面
積
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
千

主
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
一
時
間
準
耐
火
基
準
（
第
百
二
ム
九
条
の
こ
の

ヨ
創
↓
場
創
刊
剖
削
叫
倒
的
刻
刻
淵
ベ
封
劇
倒
湖
判
明
刻
刻
劉
1
副
可
制
1
凶
引

料
例
周
例
制
刺
剥
州
州
制
州
剛
刑
判
叫
矧
創
引
制
州
出
刻
制
刻
刷
川
引
制
例
刻
州

問
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
総
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
係
る
部
分
に
限
る
。

可
制
川
サ
ー
凶
判
剛
山
「
J
ー
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
畿
又
は
特

定
防
火
設
備
（
第
百
九
条
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
通
常
の
火

災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
加
熱
開
始
後
一
時
間
当
該
加
熱
田
以
外

の
面
に
火
炎
を
出
さ
な
い
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を

用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
ロ

）
で
区
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
建
築
物
の
部
分
で
そ
の
用
途
上
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

一
（
略
）

（
新
設
）

（
防
火
区
間
v

第
一
自
十
二
条
主
要
梢
造
部
を
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
又
は
法
第
二
条
第
九
号
の

一
一
一
イ
若
し
く
は
口
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
で
、
延
べ
面
積
（
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
設
備
、
水
噴
霧
消
火
般
備
、
泡
消
火
設
備
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

で
自
動
式
の
も
の
を
設
け
た
部
分
の
床
面
積
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
床
面
積
を

除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
千
五
百
平
方
メ

i
ト
ル
を
魁
え
る
も

の
は
、
床
面
積
の
合
計
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
、
水
噴
霧
消
火
設
備
、
泡
消
火

設
備
そ
の
他
ヤ
」
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
自
動
式
の
も
の
を
設
け
た
部
分
の
床
面
積

の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
床
面
積
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
千

五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
餅
回
刊
劃
斜
州
可
制
コ
創
刊
明
創
↓
引
叫
捌
削

る
装
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
又
は
特
定
防
火
設
備
（
第
百

九
条
に
規
定
す
る
紡
火
設
備
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加

え
ら
れ
た
場
合
に
、
加
熱
開
始
後
一
時
間
当
該
加
熱
雨
以
外
の
面
に
火
炎
を
出
さ

な
い
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
尽
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国

土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
区
間
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
の
部
分
で

そ
の
用
途
上
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（略）

3 
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ご
階
段
室
の
部
分
又
は
昇
降
機
の
昇
降
路
の
部
分
（
当
該
昇
降
機
の
乗
降
の
た

め
の
乗
降
ロ
ビ
！
の
部
分
を
含
む
。
）
で
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
準

耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
又
は
特
定
防
火
設
備
で
区
画
さ
れ
た
も
の

2

法
第
二
十
七
条
第
－
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
遊
縦
時
間
倒
壊
等
防
止
建
築
物
同

制
矧
湖
矧
矧
間
利
↓
同
町
凶
判
制
刻
刻
叫
例
制
附
り
「
叶

d
u削
剥
剰
捌
刻
削
剛

条
第
三
項
、
法
第
六
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
法
第
六
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
準
耐
火
建
築
物
と
し
た
建
築
物
〈
第
百
九
条
の
三
第
二
号
に
掲
げ
る
基

端
又
は
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
除
く
。
）
で
、
延
べ
面
積
が
五

百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

床
面
積
の
合
計
五
百
里
士
刀
メ
ト
ル
以
内
ご
と
に
一
時
間
車
耐
火
基
準
に
適
合
す

る
憎
耐
火
梢
迭
の
床
若
し
く
は
壁
又
は
特
定
防
火
設
備
で
区
画
し
、
か
っ
、
防
火

上
主
要
な
間
仕
切
壁
（
自
動
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
等
設
置
部
分
（
床
面
積
が
一
一

百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
階
又
は
床
面
積
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
準
耐

火
構
造
の
盤
若
し
く
は
法
第
二
条
第
九
号
の
二
口
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
区
画

さ
れ
て
い
る
部
分
で
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
般
備
、
水
噴
霧
消
火
設
備
、
泡
消
火
設

備
そ
の
他
と
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
自
動
式
の
も
の
宏
設
け
た
も
の
を
い
う
。
第

百
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
そ
の
仙
防
火
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て

国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
部
分
の
間
仕
切
壁
を
除
く
。
）
を
準
耐
火
構
造
と
し
、

小
屋
裏
又
は
天
井
裏
に
遼
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

法
第
二
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
番
の
規
定
に
よ
り
第
百
二
十
九
条
の
ニ
の
三
第

一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
建
築
物
と
し
た
建
築
物
、
法
第
二
十

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
避
難
時
間
が
一
時
間
以
上
で
あ
る
特
定
避
難
時

間
倒
壊
等
防
止
建
築
物
と
し
た
建
築
物
又
は
同
条
第
三
項
、
法
第
六
十
二
条
第
一

項
若
し
く
は
法
第
六
十
七
条
の
三
第
｝
項
の
規
定
に
よ
り
第
百
九
条
の
三
第
二
号

川
倒
附
劃
劃
綱
相
川
引
同
判
附
開
制
耐
刈
劃
矧
に
適
合
す
る
準
耐
火
建
築
物
と
し

た
建
築
物
で
、
延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第

一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
床
面
積
の
合
計
千
4

圭
州
立
ト
ル
以
内
ご
と
に
一

附
附
剤
耐
刈
劇
哨
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
又
は
特
定
防
火
設

備
で
区
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
階
段
嘉
の
部
分
又
は
昇
降
機
の
昇
降
路
の
部
分
（
当
該
昇
降
機
の
乗
降
の
た

め
の
乗
降
ロ
ビ

l
の
部
分
を
含
む
。
）
で
第
百
十
五
条
の
二
の
二
第
一
項
第
－

号
に
掲
げ
る
選
準
に
適
合
す
る
型
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
又
は
特
定
防
火

設
備
で
区
画
さ
れ
た
も
の

2

法
制
」
判
制
剣
雪
刻
、
法
第
六
十
二
条
第
一
項
刻
同
制
割
川
叶
叫
刻
引
矧

一
項
の
規
定
に
よ
り
準
耐
火
建
築
物
と
し
た
建
築
物
〈
第
百
九
条
の
三
第
二
号
又

は
第
百
十
五
条
の
二
の
一
一
第
｝
項
第
一
号
に
掲
げ
る
基
滑
に
適
合
す
る
も
の
を
除

く
。
）
で
、
延
べ
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
前

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
床
間
積
の
合
計
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
同

号
に
掲
げ
る
基
地
中
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
控
又
は
特
定
防
火
設

備
で
区
画
し
、
か
っ
、
防
火
ト
一
主
要
な
間
仕
切
壁
（
自
動
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

等
設
偉
部
分
（
床
間
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
階
又
は
床
面
積
二
百
平
方

メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
準
耐
火
構
造
の
壁
若
し
く
は
法
第
二
条
第
九
号
の
ニ
ロ
に

規
定
す
る
防
火
設
備
で
区
画
さ
れ
て
い
る
部
分
で
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
、
水

噴
霧
消
火
設
備
、
州
市
消
火
設
備
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
自
動
式
の
も
の

を
設
け
た
も
の
を
い
う
。
第
百
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
そ
の
他
防
火

上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
部
分
の
間
仕
切
墜
を
除
く

。
）
を
準
耐
火
構
造
と
し
、
小
屋
裏
又
は
天
井
裏
に
逮
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

3

法
第
二
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
沓
の
規
定
に
よ
り
第
百
二
十
九
条
の
ニ
の
三
第

｝
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
建
築
物
と
し
た
建
築
物
、
法
第
二
十

七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
第
百
十
五
条
の
こ
の
こ
第
一
項
第
一
号
に

矧
間
引
剥
綱
同
組
創
刊
引
制
剰
刺

U
U削
剥
鍋
物
別
問
削
矧
コ
什
叫
剣
矧
斗
判
明
、

法
第
六
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
法
第
六
十
七
条
の
二
第
二
視
の
規
定
に
よ
り
第

百
九
条
の
烹
第
二
号
剥

uり
刷
矧
問
什
到
斜
叫

4q」
矧
『
樹
剣
↓
引
叫
掛
川
ぶ

基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
山
培
築
物
と
し
た
建
築
物
で
、
延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
床
面
積
の

合
計
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
間
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
構

造
の
床
若
し
く
は
鐙
又
は
特
定
防
火
設
備
で
区
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【 4



4
1
8

（略）

9

主
要
構
造
部
を
準
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
文
は
特
定
避
難
時
間
倒
壊
等
防
止

樹
剰
刺
引
制
寸
寸
1
刷
附
刻
削
ヨ
附
則
』
州
附
叫
尉
到
剖
利
引
引
叫
叫
の
住
戸
の

部
分
（
伎
一
戸
の
階
数
が
二
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
、
吹
抜
き
と
な
っ
て
い

る
部
分
、
階
段
の
部
分
、
昇
降
機
の
昇
降
路
の
部
分
、
ダ
ク
ト
ス
ペ
ー
ス
の
部
分

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
〈
当
該
部
分
か
ら
の
み
人
が
出
入
り
す
る
こ
と
の

で
き
る
公
衆
便
所
、
公
衆
電
話
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
含
む
。
）
に

つ
い
て
は
、
当
該
部
分
（
当
時
附
部
分
が
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
用
途
に
供

す
る
建
築
物
の
部
分
で
そ
の
鐙
（
床
面
か
ら
の
高
さ
が
一
・
二
メ
ー
ト
ル
以
下
の

部
分
を
除
く
。
）
及
び
天
井
の
室
内
に
面
す
る
部
分
（
回
り
縁
、
窓
台
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
仕
上
げ
を
準

不
燃
材
料
で
し
、
か
っ
、
そ
の
下
地
を
準
不
燃
材
料
で
遣
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
そ

の
用
途
上
区
画
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
建
築
物
の
部
分

）
と
そ
の
他
の
部
分
（
直
接
外
気
に
開
放
さ
れ
て
い
る
廊
下
、
パ
ル
コ
ニ
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
）
と
を
準
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
鑓
又
は

法
第
二
条
第
九
号
の
ニ
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
隠
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

一
・
ニ
（
略
）

印
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
準

耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
（
第
二
項
に
規
定
す
る
防
火
上
主
要
な
間
仕
切
墜
を

除
く
。
）
若
し
く
は
特
定
防
火
設
備
、
第
玉
項
の
規
定
に
よ
る
耐
火
構
造
の
床
若

し
く
は
壁
若
し
く
は
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
又
は
前
項

の
規
定
に
よ
る
準
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
若
し
く
は
法
第
二
条
第
九
号
の
一
一

ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
に
接
す
る
外
壁
に
つ
い
て
は
、
当
核
外
壁
の
う
ち
こ
れ

ら
に
接
す
る
部
分
を
含
み
幅
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
部
分
を
準
耐
火
構
造

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
外
壁
画
か
ら
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

突
出
し
た
準
耐
火
構
造
の
ひ
さ
し
、
床
、
袖
壁
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で

防
火
上
有
効
に
遮
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
必
い
。

4
1
8

（略）

9

主
要
榊
造
部
在
準
耐
火
構
造
と
し
、
か
っ
、
地
階
又
は
三
階
以
上
の
階
に
居
室

争
有
す
る
建
築
物
の
住
戸
の
部
分
（
住
一
円
の
階
数
が
三
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る

。
）
、
吹
抜
き
と
な
っ
て
い
る
部
分
、
階
段
の
部
分
、
昇
降
機
の
昇
降
路
の
部
分

、
ダ
ク
ト
ス
ペ
ス
の
部
分
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
（
当
該
部
分
か
ら
の

み
人
が
出
入
り
す
る
こ
と
の
で
き
る
公
衆
便
所
、
公
衆
電
話
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に

類
す
る
も
の
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
該
部
分
（
当
該
部
分
が
第
一
項
た
だ

し
書
に
規
定
す
る
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
部
分
で
そ
の
鐙
（
床
面
か
ら
の
高
さ

が
一
・
二
メ
ー
ト
ル
以
下
の
部
分
を
除
く
。
）
及
び
天
井
の
室
内
に
面
す
る
部
分

（
回
り
縁
、
窓
山
同
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
問
じ
ロ
）
の
仕
上
げ
を
準
不
燃
材
料
で
し
、
か
っ
、
そ
の
下
地
を
準
不
燃
材
料

で
造
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
そ
の
用
途
上
区
繭
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
あ
っ

て
は
、
当
該
建
築
物
の
部
分
）
と
そ
の
他
の
部
分
（
直
接
外
気
に
開
放
さ
れ
て
い

る
廊
下
、
バ
ル
コ
ニ
ー
そ
の
他
こ
れ
ら
に
縮
刷
す
る
部
分
を
除
く
。
）
と
を
準
耐
火

構
造
の
床
若
し
く
は
壁
又
は
法
第
二
条
第
九
号
の
二
口
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で

区
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建

築
物
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

5
 

一
・
二
（
略
）

凶
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
第
百
十
五
条
の
こ
の
こ
第
一
項
第
一

号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
梢
造
の
床
若
し
く
は
壁
（
第
二
項
に
規
定

す
る
防
火
上
主
要
な
関
仕
切
壁
を
除
く
。
）
若
し
く
は
特
定
防
火
設
備
、
第
五
項

の
規
定
に
よ
る
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
若
し
く
は
法
第
二
条
第
九
号
の
二
口

に
規
定
す
る
防
火
設
備
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
準
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
媛

若
し
く
は
法
第
二
条
第
九
号
の
一
一
ロ
に
規
定
す
る
仲
間
火
設
備
に
接
す
る
外
壁
に
つ

い
て
は
、
当
該
外
壁
の
う
ち
こ
れ
ら
に
接
す
る
部
分
を
含
み
幅
九
十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
部
分
を
準
耐
火
構
造
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
外
壁
面

か
ら
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
突
出
し
た
準
耐
火
構
造
の
ひ
さ
し
、
床
、
引
寸

樫
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
防
火
上
有
効
に
遮
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
い

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。



M
－

U

（附）

T
U

建
築
物
の
一
部
が
法
第
二
十
七
条
第
一
項
各
号
、
第
二
項
各
号
又
は
第
三
項
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
部
分
と
そ
の
他
の
部
分
と

を
一
時
間
準
耐
火
基
浩
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
と
し
た
床
若
し
く
は
控
又
は
特

定
防
火
設
備
で
区
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

U

（略）

日
給
水
管
、
配
電
管
そ
の
他
の
管
が
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
若
し
く
は
第
十
三

項
の
規
定
に
よ
る
一
時
間
猶
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
榊
造
の
床
若
し
く
は

盤
、
第
五
項
若
し
く
は
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
、
第

九
項
本
文
、
第
十
項
本
文
若
し
く
は
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
る
準
耐
火
緋
造
の
床

若
し
く
は
墜
又
は
第
十
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
け
る
問
項
た
だ
し
書
の
ひ
さ
し

河
床
、
納
壁
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
・
も
の
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て

「
準
耐
火
構
造
の
防
火
区
臨
』
と
い
う
。
）
を
貫
通
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当

該
管
と
準
耐
火
構
造
の
紡
火
区
画
と
の
隙
聞
を
モ
ル
タ
ル
そ
の
他
の
不
燃
材
料
で

埠
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
山
（
略
）

（
削
る
）

日
・
ロ
（
略
）

日
建
築
物
の
一
部
が
法
第
一
一
十
七
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
又
は
同
条
第
二
項

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
部
分
と
そ
の
他
の
部
分

と
を
第
百
十
五
条
の
こ
の
こ
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
単
耐
火

構
造
と
し
た
床
若
し
く
は
援
又
は
特
定
防
火
設
備
で
区
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

は
（
略
）

団
給
水
管
、
配
電
管
そ
の
他
の
管
が
第
二
明
か
ら
第
四
項
ま
で
若
し
く
は
第
十
三

項
の
規
定
に
よ
る
第
百
十
玉
条
の
こ
の
こ
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
基
猶
に
適
合

す
る
準
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
盤
、
第
五
項
若
し
く
は
第
八
項
の
規
定
に
よ
る

耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
盤
、
第
九
項
本
文
、
第
十
項
本
文
若
し
く
は
第
十
二
項

の
規
定
に
よ
る
治
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
雄
一
又
は
第
十
項
た
だ
し
書
の
場
合
に

お
け
る
同
項
た
だ
し
書
の
ひ
さ
し
、
床
、
そ
で
接
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

（
以
下
と
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
準
耐
火
構
造
の
防
火
区
間
」
と
い
う
。
）

を
貫
通
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
管
と
畑
中
耐
火
榊
造
の
防
火
区
間
と
の
す
き

間
を
そ
ル
タ
ル
そ
の
他
の
不
燃
材
料
で
埋
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
山
（
略
）

（
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
特
殊
建
築
物
の
技
術
的
基
湘
等
）

第
百
』
封
斜
例
斗
刑
判
ベ
倒
矧
コ
什
叫
剣
矧
↓
割
削
矧
U
割
ベ
制
矧
川
刊
叫
条
第
｝
M

一

刻
凶
料
川
引
制
刷
引
引
捌
創
剖
創
制
「
以
甘
引
似
斜
同
制
川
引
開
叫
「
叶

d
凶創刊

で
定
め
る
技
術
的
基
準
は
、
準
防
火
地
峨
内
に
あ
る
・
も
の
に
あ
っ
て
は
次
に
掲
げ

引
制
制
寸
附
刈
刷
捌
別
制
桝
附
刈
州
制
凶
州
側
副
秘
州
同
刻
刻
叫
叫
叫
刻
叫
引
州

第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

↓
封
劃
州
制
判
明
刻
刻
劉
可
制
可
尉
1
凶
引
民
制
風
樹
州
料
奥
州
側
溜
州
1
J閃

同
制
州
制
劉
綱
同
副
創
利
引
制
州
叶
リ
寸
1
副
制
対
溺
対
同
州
制
州
制
州
制
対

制
剖
刷
川
引
制
叫
刻
同
副
剖
刻
潤
刻
岡
叫
制
刻
刻
刻
川
剖
叫
制
対
刻
刻
U
剖叫
l

イ
次
の
表
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
に
あ
っ
て
は
、
当
該
部
分
に
通
常
の
火

災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
加
熱
開
始
後
そ
れ
ぞ
れ
問
表
に
定

制
引
附
附
桝
組
制
刈
』
刻
闘
州
制
刻
刻
矧
可
制
附
1
制
劇
引
例
制
釧
樹
働
制

6 ' 



有｜幅部廊 の号あずす 各語家等 ハ｜ 口｜
しト及 直 下三限のりるる 下を災分 上外に 除を九 は｜床｜柱｜ 援｜ 生
なノレぴ 、階り二 主も 宿官閉す 除をく外にのよ 壁 り｜ じ

い Jd).、高筏階のでロかたののよ綾上高 ~ 熱が加 なも上さ一段各なにつるが各 い
ののがメモ宿い士見、廊殻 宿 。（非昇し（摩 ）非刊 外 も
にも、 lの泊。定各下けと泊 ）輸な丙 、｜力附 壁回お の
限のそト｛也室 す 宿蜜泊 、らい室な葬火がるn に力いに 床及ぴ 壁 （耐壁仕切間 でば

るでれノレの等 る 階れう 裂るき加あ壁も面た で 3-i あ
、そか以通の防段て共えつでのすら あ 壁耐力 る
〉枯れ上路外火等そい）同 らてあでるれる 壁 -

が F 、のに壁 備設が ののる 避難上 住そ れ望たにとiま壁外る あもた厘機外 限る と
道そ七円面面 該通路当 他こ 宅の 、 るの 場合 の盤
又の十がす（ のとの他ここに軒の に

l立他五内る 各宿室泊 設け 通。 住各の れのと。限る 裏延焼 ）空ω 

道に屋のセン接すのも らに路がただ有抽戸 傷損生を 、に醇延焼 加 lあこ の ） 

通外チるを れ国直し万なlJ又 1首始後加 l内呈 の ） 熱始後開 つお
ずかメこ除等 てす接、パは にお のて

るら｜とくか いる外各ノレ 宿舎容 じ おそ 皮fヲE;; はれそ
憾のトが。ら る開気宿コ な いれ 、の
員進ノレで）地 受ロ 口 lこ泊ニ い ての 沖ーこあ

四メを入以上きる：に容上に に第部法 開必室等そ｜ 各ののもー時発11, あ 官躍 れら思封
｜妨及もそ通 お Jさ1／，かの寝で聞す二に に

トげびののずいれら他w 室あ 通常

上造二そ開た 、 のにに と のの 火昔日
のをメの口るこで通類「 火部以災分 間

-7 -



通
路
そ
の
他
の
空
地
に
面
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

四
磁
築
物
の
周
囲
（
道
に
接
す
る
部
分
を
除
く
。
）
に
幅
員
が
一
－
一
メ
ー
ト
ル
以

』
州
剖
削
ベ
剣
制
州
側
引
制
組
割
引
制
利
引
叫
叫
叶
附
引
叶
叶
州
制
川
引
制
寸

い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は

こ
の
限
り
で
な
い
。
．

汁
川
制
御
淵
釦
斜
同
制
矧
判
制
刻
刻
ベ
刈
判
ゴ

H
引
州
制
出
村
叫
綱
引
引
制
阿
川

州
問
削
凶
利
引
川
創
刊
叫
剖
叶
i

」
叫
創
倒
削
割
矧
州
以
刷
ぶ
叫
巡
利
引
封
削
引
刷
寸
寸
附
劇
引
例
制
例
制
削
州

ー
剖
倒
州
剣
叫
例
制
剖
判
削
州
側
叫
刻
引
ォ
州
寸
川
引
制
問
到
矧
刷
出
例
制

路
に
面
す
る
関
口
部
に
法
第
二
条
第
九
号
の
ニ
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
が

制
川
引
制
寸
川
創
出
制
ぺ

ベ
州
麟
州
側
同
釧
州
引
当
閥
阿
同
制
倒
州
制
附
州
』
附
例
制
同
制
ベ
刻
倒
引

る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
外
壁
の
開
口
部
の
上
部
に
ひ
さ

u引
例
制
斗
判
凶
綱
引
引
制
例
制
叫
引
例
制
掛
川

1
U州
制
叫
組
側
側
州
削
州

州
制
引
州
側
州
川
刻
凶
州
出
捌
制
叫
叶
州
側
関
州
働
コ
判
州
問
当
秘
州
側
副

以
外
の
聞
に
火
炎
を
出
す
原
因
と
な
る
き
裂
そ
の
他
の
損
傷
を
生
、
じ
な
い
も

の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土

交
通
大
箆
の
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
も
の
が
、
防
火
上
有
効
に
設
け
ら

判
寸
川
刻
斗
剖
叫
｜

刊
判
当
制
例
制
倒
制
割
矧
ベ
釦
制
削
岩
制
州
附
劉
州
司
凶
判
矧
制
引
制
倒
州
以
引

て
は
二
階
以
下
の
階
の
部
分
を
含
む
。
）
の
外
撲
の
関
口
部
及
び
当
該
各
宿
泊

室
等
以
外
の
部
分
に
宿
す
る
関
口
部
（
外
壁
の
閉
口
部
又
は
芭
機
外
気
に
開
放

剖
判
対
側
可
制
劇
引
例
制
削
剥
削
川
副
引
引
例
同
制
叫
州
寸
寸
削
1
剖
例
制
』

口
部
か
ら
九
十
セ
ン
チ
メ
ト
ル
未
満
の
部
分
に
当
該
各
宿
泊
室
等
以
外
の
部
一

州
側
岡
引
制
州
制
川
叫
例
刻
削
剖
例
制
倒
削
割
矧
別
州
州
制
剣
叫
闘
同
制
U
到一

判
制
叶
判
別
川
川
川
以
判
剣
出
U
剖
凶
剖
U
叶
引
制
割
引
制
制
斗
利
引
叫
綱
引
一

刻
刻
州
制
引
制
州
制
州
制
引
ベ
叫
矧
矧
利
引
州
制
引
制
引
制
州
司
阿
刈
判
利
剣
一

叫
蹴
以
利
引
け
引
制
州
制
倒
。
叶
叶
吋
制
矧
ユ
剣
矧
刈
制
叫
斗
叫
叫
矧
矧
利
引
引

防
火
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

法
第
一
一
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
条
第
九
号
の
二
一
イ
に

-8 -
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(2) 
(1) 国土交る及 次次十条九 要構部造

1焼度且熱商 火災 分除を塁E
はり｜｜床｜栓｜ 壁｜ 損傷定に火災次 のもび主（）賂掲にげ の

外以

非耐力

をめにの 通大と屋根榊婆造 各号の

以上
よ く 一ー一司 生るよ表 し裏lのド干 るのこ を
の る 外鐙関 なじ狩間火る掲に11 の臣て、 部が 基準ずいの三 木造
而

火熱力沖日I 

） 

上

巌内

壁
（耐力自壁 ぃも梢造熱がる 部定を 国土あ準耐 れか法 すと昇

床及び
で

し あ の耐力 力日建 交つ火 に第 る
な え る 壁壁自でえ譲受実て建 浮－し、
面す ら属恨 壁外 に あ支上障 ら けは 十と
も れた 限 る れたの たが臣、〈 るも ！が
。コ るも の の るにと 部分 もそ主 条で
で 安軒裏議 限 との場 の定桝の造 構要 の第 き
あ の ）る あ合ににめ とーる
る の 変1る醇 にあ 限た i査 す項大
こ限る 、あお ） 、つ る。榊造方 が部 るの 規

と 加熟思後 っそ
加て 次で 。政令 模

てれ 、需t開台品は〉にあ の） はの 溶融 、で法定る で建
の、あ 当あをめ壁 定築

!I ~! 以外 後そ該部分 る用基2る1主 、 め 物

富 ζ い俺 員衛星 の

読書の 自司嗣副 首言回li: I 
の部 ののはり 準準

（主
等）
第
百
二
咋
J
F

、イロ

該
当
す
る
準
耐
火
建
築
物
と
し
た
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
次
章
第
五
節
の
規
定
は

、
適
用
し
な
い
。

（
主
要
構
造
部
を
木
造
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
大
規
模
の
建
築
物
の
技
術
的
法
準

等｝
第
百
二
十
九
条
の
二
の
三
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準

は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
次
に
掲
げ
る
基
準

イ
（
略
）

ロ
主
要
榊
造
部
が
準
耐
火
構
造
（
盤
、
柱
、
床
、
は
り
及
び
屋
根
の
軒
褒
に

あ
っ
て
は
、
第
百
十
五
条
の
こ
の
こ
第
一
項
第
一
号
に
椅
け
る
基
準
に
適
合

す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
。

-9 



ω
外
壁
（
非
耐
力
壁
で
あ
る
外
壁
の
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
以
外
の

部
分
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
に
屋
内
に
お
い
て
発
生
す
る
通
常

州
刈
刈
叫
判
刻
刈
剰
州
川
必
引
制
剖
捌
創
叫
1
淵
側
閑
州
側
刊
附
開
園
州

に
火
炎
を
出
す
原
因
と
な
る
亀
裂
そ
の
他
の
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ

”。こ、と。

ハ
建
築
物
の
周
殴
（
道
に
出
世
す
る
部
分
を
除
く
。
）
に
幅
員
、
が
＝
一
メ
ー
ト
ル

以
上
の
通
路
（
敷
地
の
援
す
る
道
ま
で
達
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
設
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ω
延
べ
面
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
床
面

積
の
合
引
二
百
平
方
メ
ト
ル
以
内
ご
と
に
一
時
問
機
耐
火
器
準
に
適
合

す
る
準
耐
火
梢
造
の
床
若
し
く
は
壁
又
は
法
第
二
条
第
九
号
の
二
口
に
規

定
す
る
防
火
設
備
で
区
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

2 

ω
外
壁
の
関
口
部
か
ら
当
核
開
口
部
の
あ
る
階
の
上
階
の
関
口
部
へ
延
焼

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
外
出
盟
の
関
口
部
の
上
部
に

ひ
さ
し
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
1
引
制
州
制
州
1
斗
州
引
同
組
制

の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
加
熱
開
始
後
二
十
分
間
当

捌
刷
州
制
凶
州
側
削
同
刈
矧
剖
削
判
別
剛
剖
州
制
創
刻
引
制
側
側
倒
倒
針

生
じ
な
い
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る

も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
も
の
が
、
防
火

上
有
効
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二
（
川
町
〉

（略）

ハ
建
築
物
の
周
囲
（
道
に
接
す
る
部
分
を
除
く
。
｝
に
幅
員
が
三
メ
ー
ト
ル

以
上
の
通
路
（
敷
地
の
按
ず
る
道
ま
で
逮
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
設
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ω
延
べ
面
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
床
面

積
の
合
計
一
↓
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
第
百
十
五
条
の
こ
の
こ
第
一

明
創
刊
矧
叫
捌
附
刻
劉
剰
に
適
合
す
る
準
耐
火
桝
遣
の
床
若
し
く
は
壁
又

は
法
第
二
条
第
九
号
の
二
口
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
区
固
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
ω
外
壁
の
関
口
部
か
ら
当
核
開
口
部
の
あ
る
階
の
上
階
の
関
口
部
へ
延
焼

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
核
外
壁
の
関
口
部
の
上
部
に

ひ
さ
し
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
第
百
十
五
条
の
二
の
二
第
｝
項
第

四
号
ハ
に
規
定
す
る
構
造
で
あ
る
も
の
が
防
火
上
有
効
に
設
け
ら
れ
て
い

す
骨
ニ
シ
コ

（略）

2

（略）

同 10 明



（参考資料）

O事業附属寄宿舎に関する建築基準法上の規制の変更点の概要（下線部が従前からの変更点）
－改正後の主要構造部に関して政令で定める技術的基準に適合するものとして国土交通大臣が定めるもの（下記網掛け部分）は別添1の告
示にて規定されている。（凡例，規程ニ事業附属寄宿舎規程令＝建築基準法施行令大臣＝国土交通大臣〕

3階以上
の階に寝

室を設け
るもの

事
業
附
属
寄
宿
ー
舎

改正前 改正後

部

1
1
L
h円、

誠一戸一

外壁の関口部

（延焼のおそれのある部

分）
主要構造部

1耳第2第1号において規定
する部分

①耐火構造

または
②令第 108条の3の技術的

基準に適合するもの
（耐火建築物の主要構造部

に求められる基準）

r 
令第 109条の2の技術的基準
に適合する構造方法として
①大庄が定めた構造方法を用
いる
または
②大庄が認定する
防火設備（令第 109条に規定
する）を設置しなければなら
ない。
（耐火建築物ー準耐火建築物
に求められる基準）

〆、主
①耐火構造
または
＠令第 108条の3

の技術的基準に
該当するもの

3階に寝

室を設け

るもの

γ一
①準耐火構造

または
②令第 109条の3の技術

的基準に該当するもの

（準耐火建築物の主要構

造部に求められる基

」準）

であって、 ' 
－令第 115条の2の2でト＼ ｜ 
定める基準（ 1時閣を I ＼、J
超える耐火性能の確保｜ ｜ 
等）に適合するもの I 1 

向上

J 旧短程第9条第2項
第1号において規定
していた部分

①準耐火構造

または

②令 109粂の3

の技術的基準

に適合するも

」の
であって、

・1時間を超える l
耐火性能の確保｜

等の基準に適合l
するもの i 
墜二童全墨生Ll 

左E_(Q
生韮LJ三
よムヱ
U'1_J;_ 

笠乏道
整豆盟
主盆三正
し、大E
Q1主主
主乏J1
主主主主

外壁の関口部

（延焼のおそれのある部分）
!ii![石芥豆，；出口

；吾芸課
，！~三五

薮翠奪第9条第2 1j本塁主主生ゑ宣五
項第2号において IJ..iL__一一
規定する部分 行

トぢi
「：

令第 109条の2!

の技術約基準に：
適合する構造方 1
法左して ：主主筆立与£
①大臣が定めた金ゑ量盤主藍
構造方法を用i震ん全1主主Ji
いる iならない。
または ！」主霊登重量

②大臣が認定す！之室主主援1ζ
」 る lよム主主亘蓋
防火設備（令第i主主霊」土エ主主
109条に規定す iE童主主量全i三
る）を設置しな！腿盃...L
ければならな

※ 居室に設吋られた関口部がない外壁に面する部分は桓員3メートノレの通路を嬰さないこと、3階の宿泊室等の外壁の調口部を道等に面して設置することを要さないこととしている。




